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就
任
あ
い
さ
つ

二
本
松
市
長　

三

保

恵

一

　

昨
年
十
二
月
一
日
、「
新
二
本
松
市
」
の
誕
生
に
伴
う
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
方
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
と
温
か
い

ご
厚
情
に
よ
り
ま
し
て
初
代
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

合
併
を
取
り
ま
と
め
て
き
た
市
長
と
し
て
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
熱
い
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
べ
く
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
二
本
松
市
は
、
安
達
太
良
、
阿
武
隈
の
両
山
系
を
有
す
る
広
大
な
市
域
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
培
っ
て
き
た
伝
統
、
文

化
、
産
業
な
ど
、
数
多
く
の
資
源
、
魅
力
に
溢
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
暮
ら
し
、
地
域
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
叡
智
と
情
熱
を
持
っ
た
多
く
の
市
民
の
存
在
は
、
今
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
行
く
上
で
、
誠
に
心
強
い
限

り
で
あ
り
ま
す
。
旧
四
市
町
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
面
で
交
流
、
連
携
を
深
め
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
資
源
、
人

材
を
さ
ら
に
活
か
し
な
が
ら
地
域
間
の
連
携
を
図
り
、
新
市
と
し
て
の
一
体
感
の
醸
成
と
と
も
に
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
が
実
感
で

き
る
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

特
に
、「
新
二
本
松
市
」
の
繁
栄
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
市
内
全
域
を
三
十
分
圏
内
と
す
る
道
路
網
整
備
や
、
豊
富
な

観
光
資
源
を
活
か
し
た
「
観
光
立
市
」
の
実
現
、
農
業
、
商
業
、
工
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
、
新

し
い
時
代
を
担
う
子
ど
も
達
、
次
世
代
育
成
支
援
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
、
豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
行
財
政
環
境
の
厳
し
さ
は
、
合
併
し
て
も
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
分
権
の
進
展
や

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
時
代
の
到
来
な
ど
、
新
し
い
時
代
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
都
市
間
競
争
に
生
き
残
り
を

か
け
て
住
民
福
祉
の
向
上
、
市
民
の
し
あ
わ
せ
の
実
現
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
と
い
う
市
政
の
目
標
に
向

か
っ
て
果
敢
に
挑
戦
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
様
々
な
課
題
が
山
積
す
る
中
で
の
新
市
の
前

途
は
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
新
市
の
総
合
力
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
市
政
改
革
の
よ

り
一
層
の
推
進
と
「
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
調
と
す
る
自
主
自
立
の
市
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方

の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
個
性
的
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
託
さ
れ
た
大
き
な
夢
と
期
待
を
担
い
、
新
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
い
ま
拓
く　

豊
か
な
未
来　

二
本
松
」
の
実
現

に
全
力
を
傾
注
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（水原川の白鳥）
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進
め
て
い
き
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

改
革
・
自
立
・
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

�
厳
し
い
財
政
環
境

　

国
の
財
政
悪
化
に
起
因
す
る
三

位
一
体
の
改
革
の
影
響
な
ど
に
よ

り
地
方
は
深
刻
な
財
源
不
足
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
本
松
市
で
は
、
三
位
一
体
の

改
革
に
よ
り
、
平
成
十
六
年
度
予

算
で
合
併
前
の
旧
四
市
町
合
わ
せ

て
十
六
億
七
千
万
円
の
収
入
減
と

な
り
、
こ
の
不
足
額
を
補
う
た
め

に
基
金
（
市
の
貯
金
）
を
取
り
崩

す
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
の
残
高
も
限
ら
れ
て
お
り
、

新
市
の
財
政
の
基
盤
作
り
が
緊
急

の
課
題
で
す
。

　

国
に
お
い
て
も
、
更
な
る
地
方

行
革
の
推
進
を
閣
議
決
定
し
て
お

り
、
市
と
し
て
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

�
増
大
す
る
行
政
需
要

　

一
方
で
行
政
需
要
は
、
ま
す
ま

す
複
雑
・
多
様
化
し
て
お
り
、

今
後
、

○
合
併
後
の
新
市
の
基
盤
の
整
備

○
地
方
分
権
時
代
へ
の
対
応

○
人
口
減
少
時
代
、
急
激
な
少
子

　

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

な
ど
緊
急
の
課
題
が
山
積
み
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

二
本
松
市
は
、
行
財
政
環
境
が

厳
し
く
と
も
、
基
礎
的
自
治
体
と

し
て
自
立
し
て
「
市
民
の
し
あ
わ

せ
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

合
併
前
の
旧
四
市
町
で
進
め
て
き

た
改
革
を
見
直
し
、
更
な
る
市
政

改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

新
二
本
松
市
を
取
り
巻
く
状
況

合
併
前
の
四
市
町
で
の 

そ
れ
ぞ
れ
の
改
革

顧
客
志
向
へ
の
転
換

・
あ
い
さ
つ
運
動
の
実
施

・
市
民
ご
意
見
箱
の
設
置

・
日
曜
日
午
前
中
の
市
民
課

窓
口
の
開
庁

・
図
書
館
の
利
用
時
間
の
延

長
サ
ー
ビ
ス
原
価
の
抑
制

・
給
与
の
見
直
し
（
市
町
長
、

助
役
、
収
入
役
、
教
育
長

の
給
与
の
削
減
、
一
般
職

員
の
定
期
昇
給
の
延
伸
な

ど
）

・
各
種
手
当
の
見
直
し
（
管

理
職
手
当
、
特
殊
勤
務
手

当
旅
費
日
当
の
見
直
し
な

ど
）

・
入
札
制
度
の
見
直
し

・
電
気
料
、
コ
ピ
ー
使
用
料

の
抑
制

・
庁
内
清
掃
を
職
員
が
実
施

今
後
の
改
革
の
進
め
方

　

今
後
は
、
今
ま
で
進
め
て
き
た

改
革
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、

改
革
を
単
な
る
経
費
の
削
減
に
と

ど
め
ず
、「
産
業
の
振
興
」
や
「
観

光
立
市
」
に
よ
り
市
民
所
得
を
向

上
さ
せ
る
改
革
や
、
徹
底
し
た
情

報
公
開
と
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
基
本

と
し
た
「
市
民
満
足
度
向
上
」
の

た
め
の
改
革
を「
市
民
と
の
協
働
」

に
よ
り
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を 

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
政
改
革
に
関
す
る

ご
意
見
、
ご
提
言
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
六
ペ
ー
ジ
掲
載
の
広
聴

事
業
等
、
そ
の
他
ど
の
よ
う
な
方

法
で
も
結
構
で
す
の
で
、
多
数
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

総
合
政
策
部　

改
革
推
進
課
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ひとみらい　～男女共同参画社会への道しるべ～

「二本松市男女共同参画審議会」
委員を公募します

　この審議会は、男女共同参画の推進に関する基本的
かつ総合的な施策について調査・審議のため設置する
ものです。市民のみなさんからのご意見をいただきた
いと考えていますので、男女共同参画に関心のある方
は、ぜひご応募ください。
◇募集人員　　若干名
◇任　　期　　２年
◇応募資格　　男女共同参画に関心があり、平成１８
年３月１日現在で、満２０歳以上の市民の方。
◇応募方法　　�氏名�住所�性別�年齢�職業�
応募の動機（簡潔に）を記入のうえ、郵送または電
子メールで改革推進課へご送付ください。
◇応募期限　　２月２４日（金）

◎問い合わせ…改革推進課男女共同参画係
Ｅメール　danjokyodo@city.nihonmatsu.lg.jp
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武藤　千陽さん
（木幡字仲山）

�不安もありますが、う
れしいです。

�両親を尊敬しているの
で、両親に認められる
大人になりたい。

高橋　敦子さん
（木幡字上高槻）

�結婚して幸せな家庭を
築きたい。

�一致団結して良い市を
作っていきたい。

目黒　寛人さん（亀谷）
�自立しなければならないと思
います。

�自分で善悪の判断ができるよ
うになりたいです。

輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
ののののののののののののののののののののの
希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希
望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望

〜
平
成
十
八
年
成
人
式
〜

齋藤　由貴さん（油井字谷地）
�一人の社会人として責任ある行動をし
ていきたい。
�伝統を忘れない市にしたい。
尾形　路子さん（油井字八軒町）
�大人としての自覚をもっていけたらい
いと思います。
�安達はいい所なので、活かしていって
ほしい
狩野麻菜美さん（米沢字観音堂）
�責任ある大人になりたい。
�家族を大事にできるまちにしてほしい。
舟木　文子さん（油井字天皇舘腰）
�責任ある行動をとっていきたい。
�みんなが住みよい市になってほしい。

谷�　祥子さん（金色久保）
�常識のある人間になりたいです。
�活気のあるまちになってほしいです。
紺野　　愛さん（木幡字桜本）

佐藤　裕也さん

　　（上長折字箱石）

�親や恩師に感謝したい。
�社会に貢献できるすばら
しい社会人になりたい。

新成人晴れの日の思い
質問項目�今日の日を迎えた感想は？
　　　　�将来の夢や希望、どんな大人になりたい？
　　　　�合併した新市はどうなればいい？どんな市にしたい？

　

去
る
一
月
八
日
、
二
本
松
市
民

会
館
を
会
場
に
合
併
後
初
の
成
人

式
が
行
わ
れ
、
帰
郷
参
加
者
を
含

め
九
百
七
十
五
人
（
男
五
百
十
四

人
、
女
四
百
六
十
一
人
）
が
成
人

式
に
臨
み
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。

　

式
は
井
上
ゆ
う
子
教
育
委
員
長

か
ら
の
式
辞
の
後
、
三
保
市
長
か

ら
旧
市
町
ご
と
の
男
女
各
一
人
の

代
表
に
成
人
証
書
が
手
渡
さ
れ
、

新
成
人
へ
の
激
励
の
言
葉
が
市
長
、

斎
藤
市
議
会
議
長
か
ら
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

二
本
松
地
区
の
安
齋
智
彦
さ
ん
か

ら
「
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、

努
力
を
惜
し
ま
ず
自
分
の
道
を
切

り
開
い
て
い
き
ま
す
。」
と
、
力
強

い
誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

成
人
式
を
終
え
た
新
成
人
た
ち

は
、
旧
友
と
の
再
会
に
名
残
が
尽

き
な
い
よ
う
で
し
た
。
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式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

〜
消
防
団
出
初
式
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

　

合
併
後
の
二
本
松
市
消
防
団
と

し
て
初
の
出
初
式
が
一
月
九
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
か
ら
本
町
通
り
で
団

旗
を
先
頭
に
し
た
消
防
団
員
九
百

五
十
名
と
消
防
車
両
五
十
三
台
が
、

大
勢
の
市
民
が
見
守
る
中
を
整
然

と
行
進
を
繰
り
広
げ
、
観
閲
台
に

立
つ
三
保
市
長
、
本
多
消
防
団
長

を
は
じ
め
来
賓
多
数
の
観
閲
を
受

け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
市
民
会
館
で
式
典
が

行
わ
れ
、
市
長
、
団
長
が
年
頭
の

あ
い
さ
つ
を
し
日
ご
ろ
の
団
員
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
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安
達
地
区
の
米
沢
地
内
を
流
れ

る
水
原
川
に
は
、
今
年
も
ロ
シ
ア

か
ら
日
本
海
を
越
え
た
約
八
百
羽

の
白
鳥
が
飛
来
し
て
い
ま
す
。

　

付
近
に
は
、
安
達
太
良
山
等
を

背
景
と
し
て
優
雅
に
飛
翔
す
る
白

鳥
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
す
る
人

達
が
連
日
多
数
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
九
年
一
月
に
三
羽
が
初
飛

来
し
て
以
来
、
年
々
そ
の
数
は
増

え
、
地
元
で
は
平
成
十
二
年
十
二

月
に「
水
原
川
の
白
鳥
を
守
る
会
」

（
会
長　

狩
野
陸
雄
さ
ん
）
を
結

成
し
、
年
間
を
通
じ
て
河
川
環
境

整
備
等
も
含
め
た
幅
広
い
保
護
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

白
鳥
が
北
へ
向
か
っ
て
旅
立
つ

四
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
、
白
鳥
を
守

る
会
で
は
白
鳥
へ
の
餌
の
提
供
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

◎
連
絡
先
…

　

�
０
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４
３
（　

）
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（
狩
野
会
長
）
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新
春
に
あ
た
り
新
し
い
年
が
健

康
で
心
豊
か
な
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
体
カ
ヌ
ー
競
技
で
、
久
野
綾

香
さ
ん（
針
道
）が
二
年
連
続
二
種

目
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
と
思
っ
た

ら
、
今
度
は
全
日
本
卓
球
選
手
権

女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
、
高
橋
美
貴
江

さ
ん
ペ
ア
が
、
あ
の
愛
ち
ゃ
ん
ペ
ア

を
破
り
初
優
勝
。
新
春
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
活
躍
に
市
民
の
皆
様
と
共

に
喝
采
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
十
二
月
一
日
「
新
二

本
松
市
」
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
二
本
松
市
は
、
雄
大
な
自
然

を
活
用
し
た
観
光
振
興
や
多
様
な

農
業
資
源
に
着
目
し
た
産
業
振
興
、

さ
ら
に
は
企
業
誘
致
、
国
際
交
流

の
拠
点
化
な
ど
大
い
な
る
可
能
性

に
満
ち
た
都
市
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
加
わ
っ
た
地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
か
し
、
新
二
本
松
市

の
「
繁
栄
」
と
新
市
づ
く
り
の
基
本

と
も
い
え
る
「
新
市
建
設
計
画
」
を

着
実
に
推
進
す
る
と
共
に
「
融
合

と
均
衡
あ
る
発
展
」
を
目
指
し
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
国
・
地
方
と
も
、
財
政
状
況

が
極
度
に
逼
迫
す
る
中
、
限
ら
れ

た
財
源
で
効
率
的
か
つ
市
民
満
足

度
を
さ
ら
に
高
め
る
と
い
う
相
反

す
る
命
題
の
下
で
行
政
運
営
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

一
方
、
地
方
分
権
は
、
三
位
一

体
改
革
と
い
う
形
で
進
み
、
国
か

ら
地
方
に
、
権
限
、
財
源
の
委
譲

が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
が
あ
ら
ゆ
る
事
を
決
め
、
地

方
が
追
随
す
る
中
央
集
権
的
な
行

政
か
ら
、
地
方
自
治
の
基
本
で
あ

る「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た

ち
で
決
め
る
」
と
い
う
、「
自
己
決

定
・
自
己
責
任
」の
も
と
で
、
市
民

参
画
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
改
革
・
自
立
・
市
民
と
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
調
と
す
る

市
政
改
革
を
、「
改
革
プ
ラ
ン
」
に

沿
っ
て
着
実
に
推
進
し
地
方
自
立

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

　　

二
本
松
市
に「
新
し
い 
晨 
」

あ
さ

　

希
望
の
持
て
る
豊
か
な
未
来
二

本
松
の
実
現
に
一
身
を
捧
げ
る
決

意
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
晨

新
し
い
晨

新
し
い
晨

〜
市
長
か
ら
の
手
紙
〜

あ
さ
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「
い
ま
拓
く　

豊
か
な
未
来　

二
本
松
」
実
現
の
た
め
に

将
来
像
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
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○
ま
ち
づ
く
り
提
案

　

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち

に
す
る
た
め
市
政
全
般
に
関
す
る

提
案
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
・
提
出
方
法

　

提
案
に
あ
た
っ
て
は
今
月
号
広

報
十
・
十
一
ペ
ー
ジ
の
間
へ
挟
み

こ
ん
だ
様
式
へ
内
容
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

　

次
に
、
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り

し
折
っ
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
部

分
に
の
り
づ
け
す
る
と
封
筒
に
な

り
ま
す
の
で
、
差
出
有
効
期
間

（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

迄
）
内
に
、
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
十
八
年
度
四
月
以
降
の
提

案
募
集
は
再
度
周
知
す
る
予
定
で

す
。

・
留
意
事
項

�
差
出
人
欄
へ
住
所
、
氏
名
を
必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

�
内
容
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。（
た
だ
し
ご
本
人
の
承
諾

が
あ
る
場
合
の
み
で
す
。）

�
市
役
所
、
支
所
お
よ
び
各
住
民

セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
参
さ
れ
た
場

合
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信
さ
れ
た
場
合

も
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

○
市
民
ご
意
見
箱

　

市
政
へ
市
民
の
皆
様
の
ご
要
望

や
ご
意
見
等
を
お
気
軽
に
提
出
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
常
時
設
置
し

て
い
ま
す
。

・
設
置
場
所

　
　

本
庁
舎
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

　
　

安
達
支
所
正
面
玄
関
入
口

　
　

岩
代
支
所
玄
関
ホ
ー
ル

　
　

東
和
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

　
　

二
本
松
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　

塩
沢
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　

岳
下
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　

杉
田
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　

石
井
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　

大
平
住
民
セ
ン
タ
ー

・
提
出
方
法

　

ご
意
見
箱
の
横
に
記
入
用
紙
を

準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
記

入
の
上
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
用
紙
に
つ
い
て
は
任
意
の

用
紙
で
あ
っ
て
も
提
出
い
た
だ
い

た
場
合
に
は
受
け
付
け
い
た
し
ま

す
。

・
留
意
事
項

　

提
出
に
あ
た
っ
て
は
「
ま
ち
づ

く
り
提
案
」
同
様
に
ご
留
意
の
上

提
出
願
い
ま
す
。

○
そ
の
他
の
広
聴
制
度

　
「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」「
市
民
ご

意
見
箱
」
の
ほ
か
、
常
時
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
ま
ち
づ
く

り
提
案
箱
」
へ
皆
様
の
声
を
お
寄

せ
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
本
庁
・
支
所
・

　

市
で
は
、
市
民
の
声
が
届
き
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
、
ご
意
見
や
ご
提
案
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
の
広
聴
事
業
に
つ
い
て
、
実
施

し
て
い
る
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

住
民
セ
ン
タ
ー
の
各
担
当
に
お
き

ま
し
て
も
随
時
、
市
民
の
皆
様
の

声
を
お
聞
き
し
て
、
回
答
が
必
要

な
案
件
等
に
対
す
る
迅
速
な
回
答

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

○
ご
意
見
ご
提
案
等
の 

取
扱
い
と
お
願
い

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
市
政
運
営
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
個

人
情
報
な
ど
に
該
当
す
る
部
分
を

除
き
、
担
当
す
る
部
課
等
で
情
報

を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
を
誹
謗
中
傷
す
る

よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
の
提
出
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
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平
成
十
二
年
度
に
始
ま
っ
た
介

護
保
険
制
度
は
、
五
年
ご
と
に
行

わ
れ
る
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
新
し
い
枠
組

み
で
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
に
備
え
、

介
護
保
険
制
度
を
持
続
し
て
い
く

た
め
に
は
、「
介
護
予
防
」「
自
立

支
援
」
の
強
化
が
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
介
護
予
防
」と

は
、
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
た
と
え

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
そ
れ
以

上
悪
化
し
な
い
よ
う
に
す
る
取
り

組
み
で
す
。
今
回
の
見
直
し
に
よ

り
制
度
本
来
の
理
念
で
あ
る
自
立

支
援
を
実
現
す
る
、
そ
れ
が
新
し

い
介
護
保
険
制
度
の
目
標
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
伴

い
、
要
介
護
・
要
支
援
状
態
の
判

定
基
準
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
回
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

な
ぜ
見
直
し
が 

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か

　

要
介
護
者
、
中
で
も
要
支
援
や

要
介
護
１
の
軽
度
の
方
が
急
増
し
、

介
護
保
険
制
度
か
ら
給
付
さ
れ
る

費
用
も
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
原
因
を
見
て
み
る

と
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
な
ど
廃
用

症
候
群
※
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

増
加
す
る
軽
度
認
定
者
の
介
護
原

因
を
対
象
と
し
た
予
防
が
必
要
で

す
。

　

当
市
の
要
介
護
認
定
者
の
推
移

は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

要
介
護
１
は
制
度
開
始
当
初
で

も
認
定
者
の
多
く
を
占
め
て
い
ま

し
た
が
、
年
々
そ
の
占
め
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十

六
年
度
に
は
、
全
認
定
者
に
占
め

る
要
支
援
・
要
介
護
１
を
合
わ
せ

た
方
の
割
合
が
四
割
を
超
え
ま
し

た
。

認
定
調
査
の
項
目
が 

変
わ
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
の
心
身
の
状
況
や
活

動
の
状
況
な
ど
を
問
う
計
七
十
九

項
目
に
、
新
た
に
「
日
中
の
生
活
」

「
外
出
頻
度
」「
家
族
・
居
住
環
境
、

社
会
参
加
の
状
況
な
ど
の
変
化
」

の
三
項
目
が
加
わ
り
ま
し
た
。

要
介
護
・
要
支
援
状
態 

区
分
が
変
わ
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
の
要
介
護
１
の
状
態

の
方
は
、
認
知
症
の
自
立
度
や
廃

用
の
程
度
な
ど
か
ら「
要
介
護
１
」

ま
た
は
「
要
支
援
２
」
に
分
け
ら

れ
ま
す
。（
表
２
）

　

予
防
給
付
の
対
象
と
な
る
の
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
っ
て
心
身

の
状
態
が
改
善
す
る
可
能
性
が
高

い
と
判
断
さ
れ
る
方
で
す
。
具
体

的
に
は
、
不
活
発
な
生
活
に
よ
っ

て
筋
力
低
下
や
低
栄
養
に
陥
っ
て

い
る
方
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

認
知
症
が
進
行
し
て
い
る
方
や
、

疾
病
や
外
傷
で
心
身
の
状
態
が
不

安
定
な
方
は
、
介
護
給
付
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
区
分
で
の
認
定

は
、
有
効
期
間
の
満
了
日
が
平
成

十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
降
の
方

か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
の
で
、
最

も
早
い
場
合
は
二
月
よ
り
新
た
な

要
介
護
認
定
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

（
高
齢
福
祉
課
）

み
ん
な
の
あ
ん
し
ん  
介
護
保
険

要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態態

要
介
護
・
要
支
援
状
態
のののののののののののののののののののののののののの

判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準
ががががががががががががががががががががががががが
変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままままままま

　

判
定
基
準
が
変
わ
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　生活不活発病とも呼ばれ、身

体等の機能が使われなくなるこ

とによる機能低下で、筋力低下

や心肺機能低下などがあります。

※廃用症候群とは…

要支援・要介護状態の判定区分の変更（表２） 

市が行う介護予
防サービスが利
用できます 

非該当 
要支援１ 

要支援２ 

要介護１ 
要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

介護給付が受けられます 予防給付が 
受けられます 

非該当 要支援 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 要介護１ 

平
成
18
年 

　  

４
月
か
ら 

現
行 

要支援・要介護認定者の推移（表１） 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500 

 平成12年度  平成13年度  平成14年度  平成15年度  平成16年度 

要介護５ 

要介護４ 

要介護３ 

要介護２ 

要介護１ 

要支援 

258
275

296
304

272

301

313

365

637

244

263

327

307

579

220

263

278

335

501

232

242
225

323

453

225

223
196

297

384

220

（人） 
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中小企業の皆様への融資制度
無担保無保証人融資資金中小企業経営合理化資金緊急経済対策資金制度資金名

�市内に主たる事業所を
有し、同一事業を引き
続き１年以上営んでい
るもの
�常時使用する従業員が
２０人以下（商業、サー
ビス業については５人
以下）
�融資申し込みの日前１
年間における市民税を
完納しているもの

�１年以上市内に居住し、
同一事業を１年以上営
み、経営が健全である
もの

�市税を納入（完納）して
いるもの

�市内に事業所を有し、
同一事業を１年以上営
んでいるもの

�一時的に最近１ヵ月間
から６ヵ月間の売上が
前年同期間と比較し減
少しているもの

�市税を完納しているも
の

対 象 者

運転・設備運転・設備・転業運転・設備使 途

７５０万円１，０００万円５００万円限 度 額

５年以内（据置６カ月以内）１０年以内５年以内（据置１年以内）期 間

年２．４％以内２．２％～２．４％以内年２．０％以内利 率

残債方式とし原則として
月賦償還

分割返済
（１年未満は一括返済可）

原則として元金均等
月賦償還

返 済 方 法

徴さない保証人１名以上　必要に応じて担保保証人・担保

年０．９％
※信用保証料補助制度有

有担保保証　年１．２５％　　無担保保証　年１．３５％
※信用保証料補助制度有

保 証 料

【申込場所】東邦銀行・福島銀行・大東銀行・二本松信用金庫・福島県商工信用組合
上記金融機関の市内の本・支店

◎詳しくは商工課、各支所地域振興課へお問い合わせください。

平成１８年度

入入入入入入入入入入
札札札札札札札札札札
参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加
資資資資資資資資資資
格格格格格格格格格格
審審審審審審審審審審

入
札
参
加
資
格
審
査査査査査査査査査査査
申申申申申申申申申申
請請請請請請請請請請
申
請（（（（（（（（（（
追追追追追追追追追追
加加加加加加加加加加
））））））））））

（
追
加
）

をををををををををを
受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけ
付付付付付付付付付付

を
受
け
付
けけけけけけけけけけけ

　

入
札
の
方
法
に
よ
り
工
事
等
の

請
負
ま
た
は
物
品
の
買
入
れ
そ
の

他
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
お
け
る
入
札
参
加
資
格
申

請
を
次
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
、
昨
年
の
追
加

分
に
な
り
ま
す
の
で
、
昨
年
旧
二

本
松
市
や
旧
三
町
で
申
請
済
み
の

方
の
新
た
な
申
請
は
不
要
で
す
。

受
付
期
間

　

二
月
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

提
出
方
法　

持
参
提
出

記
入
す
る
様
式

　

福
島
県
指
定
様
式
ま
た
は
国
土

交
通
省
統
一
様
式

有
効
期
間

　

平
成
十
八
年
六
月
一
日
〜

平
成
十
九
年
五
月
三
十
一
日

※
申
請
要
領
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
財
政
課
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
…

財
政
課
契
約
係

福島労働局からのお知らせ

福島県内の最低賃金
効力発生
年月日

最低賃金額
最低賃金（産業）名

１時間

１７．１０．１６１４円
福 島 県 最 低 賃 金
（下記５産業を除く全産業）

１７．１２．１

７２０円非 鉄 金 属 製 造 業

６８０円
電 気 機 械 器 具 製 造 業
情報通信機械器具製造業
電子部品・デバイス製造業

７１４円輸送用機械器具製造業

７０８円精 密 機 械 器 具 製 造 業

７０７円自 動 車 小 売 業

◎問い合わせ…福島労働局賃金室　�０２４（５３６）４６０４
　　　　　　　または労働基準監督署

事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業
主主主主主主主主主主
のののののののののの
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
様様様様様様様様様様

事
業
主
の
皆
様
へへへへへへへへへへへ

　

金
融
機
関
の
融
資
制
度
、

市
の
補
助
制
度
等
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
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こ
の
制
度
は
、
本
市
の
指
定
地

域
に
工
場
等
を
新
・
増
設
ま
た
は

移
転
し
た
事
業
者
の
皆
様
に
対
す

る
支
援
制
度
で
す
。

　

旧
二
本
松
市
・
安
達
町
で
は
既

に
こ
の
制
度
を
施
行
し
て
い
ま
し

た
が
、
旧
岩
代
町
・
東
和
町
の
事

業
者
の
皆
様
に
と
っ
て
は
新
た
な

制
度
と
な
り
ま
す
。

奨
励
金
の
名
称

▽
工
場
等
立
地
奨
励
金

▽
雇
用
促
進
奨
励
金

対
象
事
業
者

　

本
市
の
指
定
地
域
に
工
場
等
を

新
設
、
増
設
ま
た
は
移
転
（
既
存

工
場
等
の
取
得
を
含
む
。）
し
、
か

つ
、
奨
励
金
の
交
付
要
件
を
満
た

す
事
業
者

対
象
業
種

�
製
造
業
、
道
路
貨
物
運
送
業
、

倉
庫
業
、
梱
包
業
、
卸
売
業
、

機
械
修
理
業
、
総
合
リ
ー
ス
業
、

産
業
用
機
械
器
具
賃
貸
業
、
事

務
用
機
械
器
具
賃
貸
業
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
業
、
情
報
処
理
サ
ー

ビ
ス
業
、
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

業
、
広
告
代
理
業
、
デ
ザ
イ
ン

業
、
機
械
設
計
業
、
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
業
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
、

産
業
用
設
備
洗
浄
業
、
非
破
壊

検
査
業
、
自
然
科
学
研
究
所
）

�
前
記
�
の
ほ
か
産
業
の
振
興
に

特
に
寄
与
す
る
と
市
長
が
認
め

る
事
業

奨
励
金
の
交
付
要
件
お
よ
び
交
付

額
等

　

＝
別
表
の
と
お
り
＝

指
定
地
域

　

次
の
�
か
ら
�
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
地
域

�
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
市
が

定
め
た
準
工
業
地
域
、
工
業

地
域
、
工
業
専
用
地
域

�
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進

法
に
よ
る
工
業
等
導
入
地
区

（
高
田
、
安
達
ヶ
原
、
永
田
、

平
石
高
田
、
宮
戸
、
平
石
高

田
第
二
、
八
万
舘
、
安
達
、

小
沢
、
柏
木
田
、
太
田
の
各

工
業
団
地
）

�
都
市
計
画
法
に
よ
る
開
発
行

為
の
許
可
を
受
け
て
造
成
さ

れ
た
工
場
等
区
域

�
本
制
度
の
目
的
達
成
の
た
め

優
先
的
に
工
場
等
を
立
地
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
市

長
が
認
め
る
区
域

奨
励
金
の
申
請
期
限

▽
工
場
等
立
地
奨
励
金

　

毎
年
度
三
月
十
日
ま
で

▽
雇
用
促
進
奨
励
金

　

操
業
開
始
の
日
以
後
一
年
六

カ
月
以
内

施
行
期
日

　

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら

◎
問
い
合
わ
せ
…

商
工
課
企
業
誘
致
係

工
場
等
立
地
促
進
の
奨
励
金
交
付
制
度

別  表
奨励金の額等交付要件奨励金の名称

　工場等の設置に係る土地、
家屋および償却資産に対す
る固定資産税額相当額（二本
松市税特別措置条例により課
税免除を受けることができる
場合は、当該課税免除を受け
た金額を控除して得た額）を
限度として、固定資産税が操
業開始の日以後最初に課税
される年度を初年度として５
年間交付する。

１　工場等を指定地域に新設する場合、次の要件を満たしていること。
�用地取得面積が１，５００�以上で、かつ、建築（取得）面積が５００�
以上であること。

�投下固定資産総額が７千５百万円以上であること。
�用地取得後３年以内に操業を開始すること。

２　工場等を指定地域に増設または移転する場合、次の要件を満たしてい
ること。
�用地取得面積が１，０００�以上または建築（取得）面積が３３０�以上
であること。
�投下固定資産総額が５千万円以上であること。
�用地取得を伴う場合は、取得後３年以内に操業を開始すること。

工場等立地
奨励金

　新規雇用者のうち、市内に
住所を有する者１人につき１０
万円とし、奨励金の交付は１
回限りとする。

１　工場等を指定地域に設置する場合、次の要件を満たしていること。
�用地取得面積が１，０００�以上または建築（取得）面積が３３０�以上
であること。
�新規雇用者が操業開始の日から９０日以内に１０人以上（※）で引き
続き１年以上雇用していること。ただし、新規雇用者のうち市内に
住所を有する者が半数以上であること。

雇用促進
奨励金

（※）旧二本松市・安達町の事業者の皆様へ
　　　表中の下線部箇所を改正しましたのでご注意ください。
　　　・改正前「操業開始時において１０人以上」　　・改正後「操業開始の日から９０日以内に１０人以上」
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二
本
松
城
跡
に
本
格
的
な
発
掘

調
査
の
メ
ス
が
入
っ
た
の
は
、
平

成
三
年
三
月
の
こ
と
で
し
た
。
以

来
、
昨
年
ま
で
十
次
に
わ
た
る
調

査
が
実
施
さ
れ
、
次
々
と
新
事
実

を
含
む
多
く
の
成
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
平
成
三
年
の
調
査
は
、

全
国
の
城
郭
に
先
駆
け
た
大
規
模
、

か
つ
学
術
的
な
石
垣
修
築
・
復
元

の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

〜
天
守
閣
の
有
無
〜

　

頂
上
の
本
丸
跡
に
残
る
新
興
宗

教
団
体
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
天
守

閣
風
天
文
台
の
撤
去
に
伴
い
、
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、 
掘  
立 

ほ
っ 
た
て 

柱 
建
物
跡
八

ば
し
ら

棟
、
掘
立
柱
塀
跡
三
列
、 
礎 そ 
石 
建

せ
き

物
跡
一
棟
、
井
戸
跡
な
ど
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。

　

時
期
は
、
畠
山
時
代
か
ら
伊
達

政
宗
支
配
時
代
を
経
て
、
会
津
領

時
代
の
蒲
生
・
上
杉
・
加
藤
氏
、

そ
し
て
二
本
松
藩
主
の
丹
羽
時
代

ま
で
と
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
建
物
跡
は
大
部
分
が
平
屋
建

て
の 
館 
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す

や
か
た

が
、
中
に
見
張
り 
櫓 
と
見
ら
れ
る

や
ぐ
ら

も
の
が
あ
り
、
畠
山
時
代
に
相
当

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
の
疑
問
と
さ
れ
て

き
た
天
守
閣
の
存
在
に
つ
い
て
は
、

調
査
で
収
集
し
た
各
時
代
の
城
絵

図
に
そ
の
描
写
が
な
く
、
さ
ら
に

古
記
録
や
史
料
に
も
そ
の
記
述
が

な
く
、
加
え
て
発
掘
で
も
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
守
閣

を
持
た
な
い
本
丸
で
あ
っ
た
こ
と

が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

〜
幻
の
石
垣
発
見
〜

　

本
丸
を
一
周
す
る
石
垣
は
明
治

時
代
以
降
、
東
か
ら
北
側
ま
で
が

崩
壊
し
滅
失
し
た
と
さ
れ
、
長
年

そ
の
形
状
と
規
模
が
不
明
で
し
た
。

調
査
前
の
現
状
は
急
傾
斜
に
加
え

て
、
杉
林
・
雑
木
林
で
あ
り
危
険

を
伴
う
発
掘
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
最
も
良
く
残
っ
て

い
た
部
分
で
九
段
の
石
積
み
を
は

じ
め
と
す
る
石
垣
が
連
続
し
、
全

長
約
八
十
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
発

見
さ
れ
、
本
丸
石
垣
の
形
状
が
一

部
千
二
百
五
十
八
・
五
平
方
メ
ー

ト
ル
、
全
体
面
積
で
二
千
二
百
十

七
平
方
メ
ー
ト
ル
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。
総
工
費
約
五
億
三
千
万
円
、

工
事
期
間
一
年
十
カ
月
、
検
討
期

間
を
含
め
る
と
三
年
六
カ
月
に
わ

た
る
平
成
の
二
本
松
城
本
丸
石
垣

大
普
請
は
平
成
七
年
六
月
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

半
年
後
、
今
後
の
城
跡
全
体
に

わ
た
る
保
存
・
整
備
の
た
め
の
保

存
管
理
計
画
を
策
定
す
る
目
的
で

二
本
松
城
学
術
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
平
成
十
年
三
月
に
提
言

書
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て

城
内
の
重
要
区
域
に
お
け
る 
遺  
構 

い 

こ
う

確
認
の
発
掘
調
査
が
年
次
計
画
に

よ
り
開
始
さ
れ
た
の
で
す
。

世
紀
ぶ
り
に
判
明
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
初
め
て
石
垣
を
築
い

た 
蒲
生  
氏  
郷 
時
代
・
約
四
百
年
前

が
も
う 

う
じ 
さ
と

の
石
積
み
が
部
分
的
に
残
っ
て
い

ま
し
た
。
大
ぶ
り
の 
野  
面  
石 
（
自

の 

づ
ら 
い
し

然
石
）
を
用
い
て
積
む
様
式
で
、

「 
穴  
太  
積 
み
」
と
呼
ば
れ
る
古
式

あ 

の
う 

づ

石
垣
で
し
た
。
他
に
も
、
江
戸
時

代
の
各
時
期
に
修
築
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
石
積
み
が
確
認
さ
れ
、
言
わ

ば
「
石
垣
博
物
館
」
の
様
相
で
し

た
。

〜
平
成
の
石
垣
大 
普  
請 
〜

ふ 
し
ん

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
石
垣
を
後
世

に
残
す
た
め
、
各
方
面
か
ら
検
討

を
重
ね
、
平
成
五
年
よ
り
本
丸
石

垣
の
全
面
修
築
・
復
元
に
着
手
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
他
城
郭
で
の
部
分
的
な
修
復
は

あ
っ
た
も
の
の
、
全
体
を
対
象
と

す
る
事
例
は
初
の
試
み
で
し
た
。

　

当
時
、
文
化
庁
に
は
石
垣
修
復

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
く
、
二
本
松

独
自
の
も
の
を
作
成
し
ま
し
た
。

基
本
的
に
、
修
築
と
は
既
存
し
て

い
た
石
垣
を
旧
来
の
形
状
で
積
み

直
す
こ
と
、
復
元
と
は
失
わ
れ
て

い
た
石
垣
を
時
代
性
を
考
察
し 
新 しん

 
補 
石
材
で
積
む
こ
と
、
と
定
義
付

ぽけ
、
さ
ら
に
四
項
目
の
特
徴
を
設

定
し
ま
し
た
。

一　

時
代
性
＝
城
郭
と
し
て
機
能

し
た
江
戸
時
代
の
二
本
松
城
の

各
時
期
の
石
積
み
様
式
を
活
か

す
こ
と
。

二　

伝
統
技
術
＝
先
人
が
残
し
た

知
恵
と
技
術
を
く
み
と
り
、
石

の
配
石
方
法
や
加
工
方
法
な
ど

江
戸
時
代
の
技
術
を
採
用
す
る

こ
と
。

三　

地
域
性
＝
二
本
松
城
の
構
築

技
術
を
調
査
・
検
討
し
、
二
本

松
城
な
ら
で
は
の
特
徴
を
活
か

す
こ
と
。

四　

強
度
＝
裏
込
め
石
の
選
択
や
、

軟
弱
な
支
持
基
盤
の
補
強
な
ど
、

で
き
う
る
限
り
の
耐
久
性
を
考

慮
す
る
こ
と
。

　

こ
う
し
て
、
学
術
調
査
と
並
行

し
た
修
築
・
復
元
工
事
は
進
め
ら

れ
、
解
体
す
る
一
石
ご
と
に
、
石

材
番
号
・
区
分
精
度（
自
然
・
荒
割
・

荒
加
工
・
精
加
工
・
転
用
石
の
別
）・

形
状
・
寸
法
・
重
量
・
状
態
（
石

材
の
劣
化
・
風
化
・
割
れ
）
な
ど

多
く
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
よ
る

カ
ー
ド
、
言
わ
ば
石
材
カ
ル
テ
を

作
成
し
、
再
使
用
か
、
新
た
な
石

材
を
補
充
す
る
か
の
判
断
基
準
と

し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ル
テ
は
八
千

枚
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

工
事
規
模
は
、
修
築
部
九
百
五

十
八
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
復
元

に
ほ
ん
ま
つ
の
城
あ
と
（
３
） 

〜
二
本
松
城
本
丸
跡
調
査
と
石
垣
修
築
・
復
元
〜 



「いま拓く  豊かな未来  二本松」実現のために

※詳しくは、６ページをご覧ください。

（
提
案
様
式
）
↓



料
金
受
取
人
払

差
出
有
効
期
間

平
成
1
8
年
３
月

3
1
日
ま
で

二
本
松
局
承
認

5
9

（
提
案
様
式
）
↓

　

市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、
新

「
二
本
松
市
」
を
よ
り

住
み
や
す
い
ま
ち
に
す

る
た
め
に
、
市
政
全
般

に
つ
い
て
、
皆
様
か
ら

の
ご
提
案
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
提
出
方
法
】

　

下
記
の
様
式
に
、
提

案
内
容
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

　

次
に
、
線
に
沿
っ
て

切
り
取
り
、
必
要
な
部

分
に
の
り
づ
け
す
る
と

封
筒
に
な
り
ま
す
。

　

差
出
有
効
期
間
（
平

成　

年
３
月　

日
迄
）

１８

３１

内
に
、
郵
便
ポ
ス
ト
へ

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
民
の
皆
様
の
利
便

性
を
図
る
た
め
、
料
金

受
取
人
払
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
切
手
は
不
要

で
す
。

（
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
係
）



広報にほんまつ ２００６.２

11

車の変更手続きはもうお済みですか？

　所得税（譲渡所得を含む）・消費税・贈与税の申告が必要な方や税金の還付を受ける方を対象として、今
年も２月６日（月）から３月１５日（水）まで『福島県男女共生センター』に申告書作成会場を開設いたします
ので、お早めに申告してください。（市の申告相談会場ではありませんのでご注意ください。）
　申告書をご自分で記入される方は、二本松税務署に直接ご送付ください。
　国税庁ホームページから確定申告書等作成コーナーをご利用いただくと簡単に申告書が作成できますの
で、ぜひご利用ください。
　国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

申告会場　　福島県男女共生センター１階研修ホール　二本松市郭内一丁目１９６－１
開設時間　　午前９時～正午　午後１時～午後５時
◎問い合わせ…二本松税務署　二本松市亀谷１－２９　�（２２）１１９２

ー  ２月６日（月）～３月１５日（水）受付  ー

　自動車税・軽自動車税は、毎年４月１日現在で運輸支局や軽自動車協会等に登録
されている名義上の所有者（所有権留保付自動車の場合は使用者）に課税されます。
　車を他人に譲ったり廃車したりして、実際に自分が持っていない車でも、登録が
そのままの場合、元の所有者に税金が課されます。
　名義変更・廃車等された方は、トラブルを避けるためにも早めに変更手続きを済
ませましょう。また、転居なされた場合でも必ずご連絡ください。

  問い合わせ先  

◆自動車税◆
◎自動車の変更手続き
　東北運輸局福島運輸支局　福島市吉倉字吉田５４
　�０５０（５５４０）２０１５
◎自動車税について
　福島県県北地方振興局県税部　福島市杉妻町５－７５
　�０２４（５２１）７６３９

◆軽自動車税◆
◎小型自動二輪車（２５０�以上）の変更手続き
　東北運輸局福島運輸支局（左に同じ）
◎軽自動車（軽二輪を含む）の変更手続き
　福島県軽自動車協会　福島市吉倉字谷地１６－７
　�０２４（５４６）２５７７　　テレホンサービス�０２４（５４６）８８３３
◎原付自転車・小型特殊車両の変更手続き
　市役所税務課市民税係または各支所地域振興課税務係
　本　　庁　�（２３）１１１１　　安達支所　�（２３）９００８
　岩代支所　�（６５）２８１１　　東和支所　�（６６）２４８７
◎軽自動車税について
　市役所税務課市民税係（上に同じ）

今年も確定申告書作成会場は
「福島県男女共生センター」です

　２月２３日は税理士記念日です。そこで、東北税
理士会二本松支部の税理士による確定申告無料相
談会を行います。所得税の確定申告やその他の税
についてお気軽にご相談ください。
日　時　２月２３日（木）午前１０時～午後４時
会　場　二本松市福祉センター　２階研修室

「税理士による確定申告無料相談会」開催

※詳しくは、広報にほんまつ１月号をご覧くだ
さい。

市の申告相談は、
2月6日（月）から3月15日（水）まで

市内各会場で受け付けます市内各会場で受け付けます。。

税 の お知らせ

自動車税・軽自動車税自動車税・軽自動車税

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
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０１２０－０３－５５９８ 

本　　店/〒964-0917 福島県二本松市2丁目99-2　�0243－22－5598
二本松斎場/〒964-0875 福島県二本松市槻木257-5

丸又葬儀社 有限
会社 

葬儀のすべてのご相談・ご用命は 

共済会員募集中 
全日本葬祭業協同組合連合会加盟 

二本松斎場 

知

市役所 
　二本松市金色403－1 
　�（23）1111 
安達支所 
　二本松市油井字濡石1－2 
　�（23）1221 
岩代支所 
　二本松市小浜字北月山27 
　�（55）2111 
東和支所 
　二本松市針道字蔵下22 
　�（46）2111 
 
市ホームページアドレス 
http://www.city. 

nihonmatsu.lg.jp/

●人口と世帯数 
現住人口（１月１日現在） 
・人　口　男　31,655 人 
　　　　　女　33,032人 
　　　　　計　64,687人 
・世帯数　　18,937世帯 
（※住民基本台帳人口） 
 
●今月の水道修繕当番 
　㈱大敬工業所 
　�（22）7455（昼間） 
　�（48）3253（夜間・休日） 

催　
　

し

〜
二
本
松
版
行
列
の
で
き
る

法
律
相
談
所
〜

日　

時
（
全
４
回
）

３
月
１
日
、
８
日
、　

日
、　

１５

２２

日
（
各
回
水
曜
）

午
後
７
時
〜
午
後
８
時　

分
３０

会　

場　

二
本
松
文
化
セ
ン
タ
ー

講　

師
米
澤　

幸
子　

弁
護
士

水
野　

賢
一　

弁
護
士

テ
ー
マ　

・
相
続
や
家
族
関
係
に
関
す
る
法

律
知
識

・
法
律
家
が
始
め
に
教
わ
る
事
件

の
話　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

申
込
期
間

　

定
員　

人
（
先
着
順
）
に
な
る

５０

ま
で
随
時
受
け
付
け
。

申
込
方
法

　

各
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
、
受
講
料

１，

０
０
０
円
を
添
え
て
二
本
松

中
央
公
民
館
（
二
本
松
文
化
セ
ン

タ
ー
）・
安
達
・
東
和
・
岩
代
公
民

館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

二
本
松
中
央
公
民
館
（
二
本
松

文
化
セ
ン
タ
ー
）　

�（　

）５
１
２
１

２３

※詳しくは、市コンサートホールにお問い
合わせください。�＆ＦＡＸ（２２）５５０１

ピアノ発表会
連絡先：星　高志

�（２３）０３５０

開　演
１３：００

２月１２日
（日）

のびのび保育園生活発表会
連絡先：のびのび保育園

�（２３）４１１８

開　演
９：１５

２月１８日
（土）

岳下公民館  女性セミナー
連絡先：岳下公民館

�（２２）０３０６

開　演
９：３０

２月２４日
（金）

ひなまつり発表会
（まゆみ幼稚園・子供の館 中里保育園）
連絡先：まゆみ幼稚園

�（２２）０１４５

開　演
９：３０

２月２５日
（土）

二本松くるみ会  春の民謡まつり
連絡先：斎藤太積

�（２２）１９３０

開　演
９：３０

２月２６日
（日）

みちのく吟道交流会
連絡先：佐々木　章�

�０２４（５９３）４２１７

開　演
１１：００

３月５日
（日）

～トップからの熱烈アピール～
　男女共同参画推進に先駆的、積極的
に取り組んでいる知事等を迎え、「だ
れもが自分らしく生きられる社会づく
り」を着実に進めるアピールを全国に
発信します。

日　時　２月５日（日）
午後１時～午後４時

会　場　ビッグパレットふくしま
第１部　１３：１０～　「基調講演」猪口邦

子内閣府特命担当大臣
第２部　１３：５０～　「リレーメッセー

ジ」千葉県知事、鳥取県知事、
福島県知事

第３部　１４：２０～　「パネルディスカッ
ション」名取はにわ内閣府男
女共同参画局長、堂本暁子千
葉県知事、片山善博鳥取県知
事、佐藤栄佐久福島県知事、
下村満子福島県男女共生セン
ター館長（モデレーター）

入場料　無料（定員：１０００名）
参加申込　参加申し込みが必要です。
下記へお問い合わせください。
◎問い合わせ・申し込み先…

福島県男女共生センター事業課
�（２３）８３０４

女と男の未来館５周年記念事業

「男女共生ふくしまサミット」

ひとみらい　～男女共同参画社会への道しるべ～

募　
　

集

市
民
大
学
セ
ミ
ナ
ー開

催
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日　

時

　

２
月　

日（
土
）　

午
前　

時
〜

１１

１０

会　

場

　

二
本
松
文
化
セ
ン
タ
ー

講　

師

　

武
藤
士
津
夫
先
生

　

教
士
七
段
（
福
島
県
警
察
剣
道

師
範
。
世
界
剣
道
選
手
権
大
会
優

勝
、
全
日
本
選
手
権
大
会　

回
出

１０

場　

な
ど
）

テ
ー
マ

　
『
夢
を
叶
え
る
た
め
に
』

対
象
者

　

市
民
の
方
お
よ
び
市
内
事
業
所

等
に
勤
務
の
方
。

受
講
料　

無
料

申
込
受
付
期
限

　

２
月　

日
ま
で

１０

申
込
方
法

　

各
公
民
館
お
よ
び
文
化
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ

先
へ
の
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

二
本
松
中
央
公
民
館

　

�
（　

）
５
１
２
１

２３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（　

）
７
１
７
１

２２

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

受
講
者
募
集

日　

時

　

３
月
５
日
、　

日
１２

全
２
回　

各
回
日
曜

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会　

場

　

あ
だ
た
ら
高
原
ス
キ
ー
場

講　

師

　

二
本
松
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
員

対
象
者

　

市
民
の
方
お
よ
び
市
内
事
業
所

等
に
勤
務
の
方
。

受
講
料

　

無
料
（
リ
フ
ト
代
・
昼
食
は
各

自
負
担
）

保　

険

　

各
自
保
険
に
ご
加
入
の
う
え
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

　

２
月
１
日
〜　

日
２８

申
込
方
法

　

あ
だ
た
ら
高
原
ス
キ
ー
学
校
ま

た
は
二
本
松
中
央
公
民
館
（
二
本

松
文
化
セ
ン
タ
ー
）
に
備
え
付
け

の
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
へ
の
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

あ
だ
た
ら
高
原
ス
キ
ー
学
校

　

�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（　

）
２
４
３
０

２４

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教
室
参
加
者
募
集

　

社
会
福
祉
に
関
す
る
施
策
の
推

進
に
つ
い
て
審
議
す
る
「
二
本
松

市
社
会
福
祉
審
議
会
」
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

　

２
名

対
象
者

　

今
年
３
月
１
日
現
在
で
満　

歳
２０

以
上
の
市
民
の
方

委
員
の
任
期

　

２
年
間

審
議
会
開
催
日

　

不
定
期
開
催
（
年
２
回
程
度
を

予
定
。）

報　

酬

　

審
議
会
の
開
催
に
つ
き
、
市
の

規
定
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
福
祉
に
対
す
る
興
味
や

福
祉
の
体
験
談
を
履
歴
書
の
余
白

等
（
別
紙
を
追
加
し
て
も
構
い
ま

せ
ん
。）
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

　

２
月　

日
２０

◎
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
…

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

社
会
福
祉
審
議
会

委
員
募
集

設
置
期
間

　

４
月
上
旬
〜
５
月
上
旬

設
置
場
所

　

県
立
霞
ヶ
城
公
園
内
（
場
所
は

申
し
込
み
後
に
提
示
）

募
集
区
画
数

　

４
区
画

店
舗
の
内
容
・
規
模

・
飲
食
店
等

・
原
則
間
口　

メ
ー
ト
ル
以
内
、

１２

奥
行
６
メ
ー
ト
ル
以
内

使
用
料

・
店
舗
の
使
用
面
積
１
平
方
メ
ー

ト
ル
当
り
月
額
１
３
０
円
。

申
込
資
格

・
市
内
に
３
年
以
上
お
住
い
の
方

・
市
税
等
の
滞
納
の
な
い
方

・
申
請
人
自
ら
営
業
に
従
事
さ
れ

る
方

申
込
期
間

　

２
月　

日
〜　

日

１０

２０

申
込
方
法

　

都
市
計
画
課
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

仮
設
店
舗
設
置
の
際
、
建
築
確

認
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係

桜
祭
期
間
中
の
霞
ヶ
城
公
園
内

仮
設
売
店
設
置
者
募
集

ご利用ください！ 
相談業務を 
全店PM5：00まで 
　　　　　オープン 

詳しくは、最寄のまつしんのお店または、 
営業渉外担当者にお問合わせください。 

最優遇金利  期間限定 

変動金利 

保証料 
別　途 年1.05％ 

まつしん 
　　教育資金 
まつしん 
　　教育資金 
まつしん 
　　教育資金 

最優遇金利  期間限定 

変動金利 

保証料 
別　途 年1.00％ 

まつしん 
　カーライフプラン 
まつしん 
　カーライフプラン 
まつしん 
　カーライフプラン 

最優遇金利  期間限定 

3年固定 

保証料 
別　途 年0.95％ 

まつしん 
　　住宅ローン 
まつしん 
　　住宅ローン 
まつしん 
　　住宅ローン 
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４
月
１
日
よ
り
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
温
泉
等
宿
泊
施
設
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
、
健
康
の
増
進
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
高
齢

者
温
泉
保
養
健
康
増
進
事
業
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

事
業
開
始
に
あ
た
り
、
旧
市
町

で
対
象
と
し
て
い
た
施
設
以
外
に
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
市
内
の
温
泉

等
宿
泊
施
設
を
募
集
い
た
し
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
施
設
は
、
協

定
の
条
件
も
あ
り
ま
す
の
で
、
２

月　

日
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く

１０
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

高
齢
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

高
齢
者
温
泉
保
養
健
康
増

進
事
業
対
象
施
設
を
募
集

募　
　

集

　

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
の
問
題
に
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
主
な
職
務
内
容

・
市
内
生
活
関
連
商
品
の
価
格
調

査
（
毎
月
１
回
）

・
消
費
生
活
に
関
す
る
講
習
会
等

へ
の
参
加

募
集
人
員

　
　

名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

２０
切
り
ま
す
。）

応
募
資
格

　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

２０

１月の市内商品価格
～お買い物の目安にしてください～

※消費生活のトラブルのご相談は、福島県消費生活セ
ンター�０２４（５２１）０９９９までご相談ください。

対前
月比
（％）

前月調
査平均
価格
（円）

今月調
査平均
価格
（円）

規　　格品　目

７．３１３６１４６甘塩切身１００�塩 さ け

６７．３１４４２４１１�キャベツ

０．０１６７１６７もも肉中１００�豚 肉

０．０１８８１８８Ｍサイズ
１パック１０個入り鶏 卵

１．5３１６３２１赤みそ１�み そ

▲２．１１８２１７８上白糖ポリ袋
１�入り砂 糖

７．２１，２５４１，３４５白灯油１８�
（配達）灯 油

０．８６，６３２６，６８６家庭用
１０�使用価格L P G

応
募
方
法
等

　

２
月　

日
（
月
）
ま
で
に
電
話

２０

等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

暮　

ら　

し

「
法
務
な
ん
で
も

無
料
相
談
所
」開
設

　

福
島
地
方
法
務
局
で
は
、「
法

務
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
」
を
開

設
い
た
し
ま
す
。
相
談
ご
と
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
２
月
５
日
（
日
）

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

会　

場

　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま　

５
階

相
談
内
容

　

登
記
の
手
続
・
土
地
の
境
界
問

題
・
遺
産
相
続
、
地
代
・
家
賃
等

の
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
、
夫
婦
・

家
庭
内
の
問
題
、
お
年
寄
り
・
子

ど
も
の
虐
待
、
い
じ
め
・
体
罰
問

題
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

障
害
者
の
差
別
問
題
な
ど

※
当
日
は
、
電
話
相
談
も
併
せ
て

受
付
け
ま
す
。

�
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
２
１

�
０
２
４
（
５
３
６
）
１
１
５
５

�
０
２
４
（
５
３
６
）
１
１
７
４

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

�
０
２
４（
５
３
４
）１
１
１
１

【留意事項】 
●固定金利選択型の金利は、当初ご選択いただいた固定金利期間のみ適用されます。固定期間
終了後はその時点での固定金利選択型の金利（３・５・１０年）か、変動金利をご選択いただきます。 

●金利もっと優遇型の金利は、当初１０年のあとはその時点でご選択いただいた固定金利選択
型の金利（３・５・１０年）または、変動金利よりさらに０．２％優遇いたします。 

二本松市指定金融機関 

ＪＡみちのく安達 

固定金利選択型 当初３年　特別金利　年0.98％ 
固定金利選択型 当初５年　特別金利　年１．４０％ 

金利もっと優遇型 当初10年　特別金利　年２．２０％ 

期間：平成１７年１２月１日～平成１８年２月２８日まで 

ご好評につき 

　特別金利対応期間延長 

平
成　

年
度

１８

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集
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今
ま
で
、
携
帯
電
話
か
ら
の
１

１
９
番
通
報
は
代
表
消
防
本
部

（
福
島
、
郡
山
、
い
わ
き
、
会
津
）

で
受
信
さ
れ
、
管
轄
す
る
消
防
本

部
に
転
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
か
ら
は
、
直
接
、
安

達
地
方
消
防
本
部
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
迅
速
な
出
場
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

◎
注
意
点
◎

■
立
ち
止
ま
っ
て
話
し
て
く
だ
さ

い
。（
電
波
の
状
態
に
よ
っ
て
は

途
中
で
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。）

■
住
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
、
近

く
の
目
標
物
（
コ
ン
ビ
ニ
、
会
社

名
等
）
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
音
量
が
小
さ
く
聞
き
に
く
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
声
で

ハ
ッ
キ
リ
話
し
て
く
だ
さ
い
。

■
隣
接
地
域
か
ら
の
通
報
は
電
波

状
態
に
よ
っ
て
他
の
消
防
本
部
に

つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
相
手
方
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部　

�（　

）１
２
１
１

２２

二本松警察署からお知らせ

特　徴　点　等
◎　自販機狙いは、ジュースの自販機、コイン精米機が被
害に遭っています。被害に遭わないためには、夜間でも
明るい環境づくりが重要ですので、「一戸一灯防犯運動」
を推進しましょう。
◎　車上狙いは、鍵穴を破壊されたり、窓ガラスを破られ
て被害に遭っています。車内にバッグや貴重品を置き放
しにしておくと、鍵穴を壊されたり、窓ガラスを破られ
たりして、盗難被害額も経済的負担が大きくなってしま
いますので、車内には貴重品やバッグ等を絶対に置き放
しにしないで下さい。
◎　岩代、東和支所管内では、チェーンソーや農耕機械が
被害に遭う盗難事件が散発しています。これらのかっぱ
らいは、昼間発生しておりますので、倉庫や納屋、物置
等には鍵を掛けるようにしてください。

二本松警察署ホームページ
http://www.pref.fukushima.jp/police/nihonmatsu/

合　計東和支所
管内

岩代支所
管内

安達支所
管内

本庁
管内

０凶 悪 犯

２１１粗 暴 犯

０空き巣
侵
入
盗

０事務所荒らし

２１１その他

４２２万引き非
侵
入
盗

２２車上狙い

９１１１６その他

０自転車盗乗
物
盗 ０その他

１１知 能 犯

０風 俗 犯

５５そ の 他

２５２２５１６合 計

犯罪発生状況（平成１７年１２月）

二
本
松
市

結
婚
相
談
所
を
開
設

　

市
内
に
居
住
さ
れ
る
独
身
者
の

結
婚
を
促
進
す
る
た
め
、
結
婚
相

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
結
婚
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
相
談
ご
と
に
応
じ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日

毎
週
土
曜
日

午
後
１
時　

分
〜

３０

　
　
　
　

午
後
３
時　

分
３０

開
設
場
所

二
本
松
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
若
宮
）
２
階
相
談
室

◎
問
い
合
わ
せ
…

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

ま
た
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�（　

）５
０
９
９

２３

携
帯
電
話
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
が

ス
ム
ー
ズ
に

（生活環境課環境衛生係）

　ごみ処理施設の点検整備のため、下記日程においては、ごみ収集が休み
となります。該当する地区の皆さんには、大変ご迷惑をお掛けしますが、
ご家庭から出るごみについては、次回の収集日にお出しください。
　なお、もとみやクリーンセンターへの自己搬入も休みとなります。

�������

������������������

ごみ収集の休み

・杉の子保育園は自然にしたしめる園です 
・杉の子保育園は保育料を安く、内容充実に務めます 
・杉の子保育園は園児・保護者・職員のふれあいを通じ、
積極的にコミュニケーションを図ります 

本園は県認
可外

保育施設指
導監

督基準を達
成し

ている施設
です。 

杉の子保育園 
一人ひとりを大切にする保育それが私達の誇りです。

〒964-0868 二本松市舘野1-365-1 
山岡行政書士事務所携帯 090－1932－2310　　杉の子保育園ＴＥＬ 0243－22－1617

各種許認可（農地・建設業・法人設立・産業廃棄物関係等） 
相続・離婚・成年後見人関係等 

上記以外でもお気軽にご相談下さい。 

山岡行政書士事務所 
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そ　

の　

他

届
き
ま
し
た
か
？

入
学
通
知
書

　

今
年
の
４
月
に
小
・
中
学
校
に

入
学
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家

庭
へ
、
１
月　

日
ま
で
に
「
入
学

３１

通
知
書
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き
、

ま
た
は
病
気
な
ど
で
入
学
で
き
な

い
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

学
校
教
育
課
管
理
係

思いっきり芝生園庭を 
　かけまわってみませんか!!! 園児募集！ 

〒964－0886  二本松市高越松ヶ作349－2
TEL － －

お気軽にお問い合わせください。 

月極保育・一時保育 対象園児　生後6ヶ月～未就学児 
らくらく給食・おやつ　あり 

株式 
会社 不動産管理部 佐藤組 
〒964－0901 二本松市表1丁目552－7 

TEL0243－22－8575 
http://www.satou-gumi.co.jp

直 通 

低 家 賃 宣 言 

　

左
官
工
事
、
塗
装
工
事
、
大
工

工
事
、
建
具
修
繕
工
事
、
内
装
工

事　

等

○
設
備
関
係

　

水
道
・
ガ
ス
・
ボ
イ
ラ
ー
設
備

修
繕
工
事
、
照
明
・
配
線
工
事　

等

○
土
木
関
係

　

土
留
工
事
、
防
護
柵
工
事
、
舗

装
修
繕
工
事
、
造
園
工
事　

等

○
小
売
関
係

　

文
具
販
売
、
パ
ソ
コ
ン
販
売
、

家
電
製
品
販
売
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品

販
売
、
物
品
・
車
両
修
繕　

等

○
製
造
関
係

　

印
刷
業
務
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

ブ
ロ
ッ
ク
販
売
、
砂
利
販
売　

等

登
録
名
簿
の
公
開

　

こ
の
登
録
名
簿
は
庁
内
に
公
開

す
る
ほ
か
、
一
般
の
方
に
も
活
用

で
き
る
よ
う
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
※
注
意
※
）

　

小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
申
請

に
よ
る
登
録
が
な
け
れ
ば
、
原
則

と
し
て
市
が
発
注
す
る
小
規
模
契

約
（
物
品
納
入
等
）
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
本
市
と
の
小
規
模
契
約

（
物
品
納
入
等
）
を
希
望
す
る
方

は
必
ず
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
財
政
課
契
約
係

小
規
模
契
約
希
望
者

登
録
受
付
中

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
契
約

（　

万
円
未
満
）
の
受
注
を
希
望

５０
さ
れ
る
方
の
登
録
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

登
録
申
請
受
付
期
間

　

２
月
１
日
〜　

日
２８

（
現
在
登
録
者
も
新
た
に
登
録
を

し
て
く
だ
さ
い
。）

登
録
で
き
る
方

　

市
内
に
主
た
る
事
業
所（
本
店
）

を
置
き
、
入
札
参
加
資
格
申
請

（
指
名
参
加
願
）
を
提
出
し
て
い

な
い
方
。

※
小
売
関
係
、
製
造
関
係
の
登
録

は
指
名
参
加
願
を
提
出
し
て
い

て
も
登
録
で
き
ま
す
。

有
効
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜

１８

平
成　

年
３
月　

日

２０

３１

登
録
の
方
法

　

財
政
課
備
え
付
け
の
申
請
用
紙

（
添
付
書
類
有
）
に
記
入
し
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

（
登
録
申
請
方
法
等
の
詳
細
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し

て
い
ま
す
。）

契
約
金
額
が　

万
円
未
満
の
小
規

５０

模
な
主
な
契
約
（
参
考
）

○
建
築
関
係

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
に

住
宅
を
建
築
す
る
な
ど
、
農
地
以

外
の
目
的
に
使
用
す
る
場
合
は
、

除
外
手
続
き
等
の
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
合
併
に
伴
い
受
付

期
間
を
、
平
成　

年
４
月
以
降
左

１８

記
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
期

　

５
月
、
９
月
、
１
月
の
年
３
回

の
受
付
（
４
月
か
ら
）

除
外
等
手
続
き
所
要
期
間

３
〜
４
カ
月

※
優
良
な
保
全
す
べ
き
農
地
を
転

用
す
る
計
画
な
ど
は
、
申
請
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

農
政
課
総
合
農
政
係

お
よ
び
各
支
所
農
政
課

�
昨
年
の
入
学
式

農
業
振
興
地
域
か
ら
の

除
外
手
続
き
等
の
時
期
が

変
わ
り
ま
す
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2 月 図書館だより

◎移動図書館車「まつかぜ号」運行日程
第１コース　１６日�

 塩沢小学校 → 表団地 
１２：３０～ １４：００～

第２コース　２１日�

 岳下小学校 → 茶園団地 → 金色久保公園 → 岳下住民センター 
１２：１０～ １４：１０～ １４：４０～ １５：１０～

第３コース　２３日�

 安達太良小学校 → 原セ諏訪団地 → 中里団地 
１２：３０～ １４：１０～ １４：４０～

第４コース　２日�

 原瀬小学校 → 箕輪集会所 → 西池団地 → 高越会館 
１２：３０～ １４：００～ １４：４０～ １５：２０～

第５コース　７日�

 杉田小学校 → 杉田住民センター → 新座団地 
１２：２０～ １４：２０～ １４：５０～

→ 二本松病院 →
１５：２０～

 第三中学校 
１６：１０～

第６コース　９日�

 石井小学校 → 第二中学校 → 石井小学校 → 地域文化伝承館 →
１１：４０～ １２：３０～ １３：００～ １４：１０～

 石井住民センター → あぶくま台 
１４：４０～ １５：１０～

第７コース　１４日�

 大平小学校 → 大平住民センター → あだたら荘 
１２：２０～ １４：０５～ １４：４０～

◎問い合わせ…二本松図書館　�（２３）５０８２

 行事・事業のお知らせ 

◎２月の休館日
　６日�、１３日�、２０日�、２７日�、２８日�月末休館、（１１
日の祝日は開館いたします。）

◎おはなしのへや
　今月は、２月４日�午前１１時～１１時３０分。
テーマは、「色のおはなし」です。

※新着本のご案内（今回は児童書の紹介です）
★「かえるの　のどあめやさん」→今の季節、飴をなめる機会も多いので
は？可愛らしい絵本です。
★「なんでも魔女商会シリーズ（１～３）」→小学校中学年から心がほわっと暖
かくなるお話。
★「かいかた　そだてかた　ずかんシリーズ」→メダカ、カメ、ザリガニな
ど１３冊。
★「手話ソングブック」→大きな古時計、世界に一つだけの花などの曲に合
わせて手話で歌おう！
★「漢字クイズ絵本」→小学校でならう漢字が学年別のクイズになりました。

◎２月の休館日
６�、１１�建国記念の日、１３�、２０�、２７�、２８�月末整理休館

◎第９回　おはなし会まつり
　安達郡内のおはなしボランティアによる『おはなし会祭り』が今年も開
催されます。
　と こ ろ　岩代地域福祉センター（岩代図書館むかい）
　と　　き　２月２６日�　開場　午前９時、開演　午前９時３０分
☆出演ボランティア☆
安達むかしばなしの会（安達地区）、イクタン号・ＧＯ（白沢村）、おはなしスプーン（二
本松地区）おはなし玉手箱（東和地区）、劇団シアター・あだたら（大玉村）、トトロ（二
本松地区）、虹の子あだち（安達地区）、もとみや図書ボランティア（本宮町）、おはなし
タンポポ（岩代地区）
※おはなし会まつり終了後、おはなしタンポポ特製のお土産を図書館にて
プレゼント�ぜひお寄りください。

◎問い合わせ…岩代図書館　�（５５）３２５５

�「魔王」伊坂幸太郎著→「小説の力」を証明する興奮と感
動の新文学。不思議な力を身につけた男が大衆を煽動する
政治家と対決する「魔王」と、静穏な感動を呼ぶ「呼吸」。
別々の作品ながら対をなし、新しい文学世界を創造した傑
作。
�『「時間とムダの科学～仕事の半分は「見せかけ」！』大
前研一ほか著→あなたは仕事に振り回されて多忙感から抜
け出せなくなっていませんか。あなたの「働き方」を分析。
トップ経営者の時間術を大公開。
◎新着本については、市のホームページでもご覧いただけ
ます。ぜひご活用ください。

 新 着 本 の ご 案 内 

二 本 松 図 書 館

岩 代 図 書 館

� � � � �

菊地さん（東新殿）の梅ゼリーが優秀賞
～第５回ふくしま特産品コンクール～

　菊地美穂さん（東新殿）が製造・販売している梅ゼリー

「めっちゃうめ～」がこのほど開かれたふくしま特産品

コンクール食品部門で優秀賞に輝きました。

　甘味をおさえたさわやかな味で、凍らせてシャーベッ

トとしても美味です。菊地さん宅の直売所か、農産物直

売所「さくらの郷」でお求めいただけます。

◎問い合わせ…菊地果樹園　�（５６）２２０５

ヤマニ建設㈱ 

塩沢ヤマニタウン好評分譲中 
土
地
を 

お
探
し
の
皆
様 

ま
ず
は
一
度 

お
問
い
合
わ
せ 

下
さ
い
。 

〒964-0994  二本松市南町225

0120-22-1409

東
北 

自
動
車
道 

市
道
若
宮
・ 

鉄
扇
町
線 

市道塩沢・末広町線 

至郡山 

大隣寺 

二本松病院 

警察署 
郵便局 

国道4号 
東北本線 

塩沢住民センター 
市立塩沢幼稚園 
市立塩沢小学校 

〒 

二本松 
I.C ヨ

ー
ク 

ベ
ニ
マ
ル 

二本松駅 

1－1

1－2

1－3
1－4

提案住宅募
集 

市道 

市道 

1－5

2－1
1－6

2－2

2－3
2－4

2－5

済 

済 

済 

済 

済 済 市
道
若
宮
・
鉄
扇
町
線 

残り 3区画 
塩沢2丁目 
住宅団地 

至
仙
台 

（消費税込） 

分譲価格 

土地・建物・外構工事 土地・建物・外構工事 

（一例） 欲しい場所・欲しい家・欲しい価格で提供 

頭
金 円 

ボーナス払いなし 

住まいのコンビニ 

福島県二本松市向原257-16
TEL0243－22－7272

～地域の話題・情報をぜひお寄せください～
（秘書広報課広報広聴係　�（２３）１１１１）
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保 健 と 育 児

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
所

が
あ
る　

歳
以
上　

歳
未
満
の

２０

６０

す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

海
外
に
居
住
し
て
い
る
人
は

強
制
加
入
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。（
第
２
号
・
第
３
号
被
保

険
者
は
除
く
）

　

し
か
し
、
日
本
国
内
に
住
所

を
有
し
て
い
な
い
方
も
希
望
す

れ
ば
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
加
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
年
金
額
の
高
い

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
の
間
に

発
生
し
た
傷
病
に
よ
り
障
害
が

残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
障
害

基
礎
年
金
の
受
給
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

▼
加
入
で
き
る
人

・
日
本
国
籍
を
も
つ　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
の
方

６５
・
日
本
国
籍
を
も
つ　

歳
以
上

６５

　

歳
未
満
で
年
金
受
給
資
格

70の
足
り
な
い
方

▼
加
入
手
続
き

�
国
内
に
親
族
が
住
ん
で
い
る

場
合
は
、
そ
の
方
に
「
協
力
者
」

に
な
っ
て
も
ら
い
市
で
の
加
入

手
続
き
や
、
国
（
社
会
保
険
庁
）

へ
の
保
険
料
納
付
な
ど
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
国
内
に
親
族
が
い
な
い
場
合

や
親
族
に
依
頼
す
る
の
が
困
難

な
場
合
は
、
国
（
社
会
保
険
庁
）

か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
社
団
法

人
日
本
国
民
年
金
協
会
に
依
頼

し
て
手
続
き
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
出
国
す
る
前
に
市
役

所
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は 

　
　
　

口
座
振
替
が
お
得

　

保
険
料
の
口
座
振
替
に
は
、

通
常
よ
り
一
カ
月
早
く
振
替
す

る
と
、
月
　々

円
割
引
と
な
る

４０

早
割
制
度
が
あ
り
大
変
お
得
で

す
。
ま
た
、
口
座
振
替
で
の
前

納
は
現
金
に
よ
る
前
納
よ
り
さ

ら
に
割
引
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
金
融
機
関
ま
た

は
東
北
福
島
社
会
保
険
事
務
所

と
な
り
ま
す
。

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
・

預
金
通
帳
・
預
金
通
帳
届
出
印

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
）

海
外
在
住
者
の

国
民
年
金

年　
　

金

摘　要場　所日時（受付時間）種　別

保護者同伴であ
ればどなたでも参
加できます。年齢
制限はありません。

安達保健
福祉セン
ター

１０：００～

１１：３０

２月２日�、
　１６日�育児クラブ

（安達地域）

場　所日時（受付時間）種　別

子育て支援センター
（小浜保育所）

９：３０～
１１：３０

２月２日・６日・９
日・１３日・１６日・２０日・
２３日・２７日

すくすく
サークル
（月・木曜）

（岩代地域）

育　児　教　室

摘　要場　所日時（受付時間）種　別

２歳児から
の親子対象

子育て支援
センター
（二本松保
健センター
２階）

１０：００～
１１：３０

１日、８日
２２日

育児のひろば
（毎水曜）

０歳・１歳
児親子対象

１０：３０～
１１：３０

３日、１０日
１７日、２４日

親子教室
（毎金曜）

おやつ作り
（２歳児か
ら対象）

１０：００～
１１：３０１５日�育児講座

（二本松地域）

場　所日時（受付時間）種　別

東和保健センター
１０：００～　２月１日�、

　１５日�
育児
サークル

９：００～１１：００２月１日�育児相談

（東和地域）

乳幼児健康相談

※受付時間場　所期　日２月健康相談該当者

９：５０～
１０：００

岩代保
健セン
ター

２月８日
�

平成１７年７月生６か月児

平成１７年１月生１２か月児

（岩代地域）

※受付時間場　所期　日２月健康相談該当者
９：００～９：３０

安達保
健福祉
センター

２月１４日
�

平成１７年７月生６か月児
８：４０～９：００平成１７年１月生１２か月児

９：００～１０：００２月２日�平成１５年１１月～
平成１６年１月生２ 歳 児

（安達地域）

母　親　教　室

備　考場　所実施日種　別
９：００～
９：１５

東和
保健センター２月２日�マタニティ教室

（母子健康手帳交付）

（東和地域）

申し込み…実施日２日前までに二本松保健センターへ申し込みください。

（二本松地域）
対象者場　所受付時間テーマ実施日

妊娠５か
月以降で
体調のよ
い方

二本松
保健
センター

１３：００～

１３：３０

妊娠中のお勧め料理
貧血予防・低カロ
リーでバランスのと
れた食事

２月２日
�

簡単でおいしい離乳
食（準備期・初期メ
ニュー）

３月３日
�

　各自申し込みいただき、無料で参加いただけます。
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　平成１８年４月１日に２歳を過ぎるお子さんについて
は、平成１８年３月３１日までが接種期限となります。体
調の良い時に早めに接種しましょう。
　なお、平成１８年４月１日以降の麻しんまたは風しん
ワクチンの単独接種は任意接種（自己負担）となります。

◎問い合わせ…健康増進課保健指導係

麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻ししししししししししししししししししししししししししししししんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風ししししししししししししししししししししししししししししししんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接麻しん・風しん予防接種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種はははははははははははははははははははははははははははははははおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみででででででででででででででででででででででででででででででししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううううううううううううかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？お済みでしょうか？

２月５日
�（２２）０３０１市内　 本町本田レディスクリニック
�（２２）０１７４市内　 油井�佐藤内科胃腸科医院＊
�（５７）２１０１市内　西新殿（◎）今 古 堂 医 院
�（６３）２３３３本宮町字一ツ屋よ し だ 内 科

２月１１日
�（２３）２１１１市内　 若宮�外科胃腸科肛門科原医院
�（２３）３８８３市内　 亀谷� 三 浦 内 科 医 院
�（３４）６４１８本宮町高木�よしだこどもクリニック＊

２月１２日
�（２２）６８７７市内　 本町鈴木皮フ科クリニック
�（２３）１２３１市内　成田町社 会 保 険 二 本 松 病 院
�（４６）２３２１市内　木幡（○）小 泉 医 院
�（３４）２４６３本宮町字馬場吉 田 医 院

２月１９日
�（２２）５５１２市内　 羽石みうら内科クリニック＊
�（６２）２５２０市内　 油井� し か の 眼 科
�（５５）２３４３市内　小浜（◎）�広仁会　 金子医院＊
�（３４）３３１１本宮町高木� 渡 辺 ク リ ニ ッ ク

２月２６日
�（２３）５１５８市内　 根崎�慈水会みずのクリニック
�（２２）３１００市内　 住吉�辰星会　 枡記念病院
�（６６）２１２２市内　針道（○）�博愛会　東和クリニック＊
�（３４）１１８８本宮町字千代田� 坂 本 ク リ ニ ッ ク ＊

３月５日
�（２２）３００１市内　 若宮�安齋内科胃腸科医院
�（２２）０６８２市内　 根崎整形外科内科　小林医院
�（５５）２３０３市内　小浜（◎）和 田 医 院
�（３３）２７２１本宮町字南町裡� 慈 久 会　 谷 病 院 ＊

休日当番医
▽診療時間／（９：００～１７：００）
　岩代（◎印）、東和（○印）の医療機関は正午まで
＊印は、診療科目に小児科の表示がある医療機関

（注意）　１２月１日の合併により医療機関名称が変更になっておりま
す。医療機関の場所、診療時間については確認のうえ受診してくだ
さい。（下記緊急歯科当番医含む）

乳幼児健康診査
（３月までは旧市町保健センターで受診ください。会場変更希望の
方は、事前に各保健センターにご連絡ください。）

※受付時間場　所期　日２月健康診査該当者

１３：００～

１３：１５
東和
保健
センター

２月２日�
平成１７年１０月生３ か 月 児
平成１７年６月生７ か 月 児
平成１７年３月生１０か 月 児

１３：００～
１３：１５２月１５日�平成１６年

６月～８月生１歳６か月児

８：３０～
８：４５２月８日�平成１５年

１０月～１２月生２ 歳 児

１３：００～
１３：１５２月２２日�平成１４年

９月～１１月生３ 歳 児

（東和地域）

（岩代地域）
※受付時間場　所期　日２月健康診査該当者
１３：００～
１３：１０

岩代
保健 
センター

２月８日�
平成１７年１０月生３ か 月 児

１２：４５～
１２：５５平成１７年４月生１０か 月 児

１２：３０～
１３：００２月７日�平成１６年

５月～８月生１歳６か月児

（安達地域）
※受付時間場　所期　日２月健康診査該当者
１３：００～
１３：２０安達保

健福祉
センター

２月１４日�
平成１７年１０月生３ か 月 児

１３：２０～
１３：４０平成１７年４月生９ か 月 児

（二本松地域）
※受付時間場　所期　日２月健康診査該当者

１３：００～

１４：００

二本松
保健
センター

２月１４日�平成１７年１０月生４ か 月 児
２月１６日�平成１７年４月生１０か 月 児
２月１３日�平成１６年７月生１歳７か月児
２月１５日�平成１４年１０月生３歳４か月児

☆１０か月児健診の際、保護者の方の歯科指導も合わせて行いますの
で、歯ブラシを持参してください。

（注意）休日緊急歯科当番医は、緊急な場合の応急処置的な治療を
目的に開設しております。緊急を要しない場合や高度な治療を必要
とする場合は、通常の開業時間に受診ください。

休日緊急歯科当番医

２月５日
�（２２）０６１２若 宮渡 辺 歯 科 医 院

２月１１日
�（２３）０６４２市 海 道安 田 歯 科 医 院

２月１２日
�（２２）８５００藤 之 前岩 崎 歯 科 医 院

２月１９日
�（２２）００３３本 町岩 本 歯 科 医 院

２月２６日
�（２２）２８８３竹 田佐 藤 歯 科 医 院

３月５日
�（２２）３９６６油 井歯 科 渡 辺 ク リ ニ ッ ク

▽診療時間／（１０：００～１６：００）

〈営業時間〉 
月・火・木・金  15：00～19：00 

土　　  10：00～19：00

シンシア号店 080－1800－6255（電話予約大歓迎） 

旧四号線 

佐藤正商店 

至福島 至郡山 

土川医院 

郵便局 

昔なつかしい
味を！ 

おやつに！ 

　　　　食卓に！ 

おみやげに！ 

　　　パーティーに！ 

いつも揚げたてコロッケを安心価格で提供 

健康相談日程

担当者受付時間場　所期　日
保健師

９：００～

１１：３０

杉田住民センター２月１日�
保健師・栄養士・
歯科衛生士二本松保健センター２月２日�

保健師・
歯科衛生士大平１０区集会所２月６日�

摘　要受付時間場　所期　日
予約制：２日前ま
でに連絡ください

９：３０～
１１：３０岩代保健センター２月７日�

◎問い合わせ…岩代保健センター  �（６５）２８２０

（二本松地域） ◎問い合わせ…二本松保健センター

（岩代地域）
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長
い
伝
統
に
培
わ
れ
今
日
ま
で
伝

え
ら
れ
て
き
た
郷
土
の
伝
統
芸
能
を

披
露
す
る
、
伝
統
芸
能
祭
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

日　

時　

２
月　

日（
日
）

２６

・
開
演　

午
前　

時
１０

・
終
演　

午
後
３
時　

分
（
予
定
）

３０

会　

場　

二
本
松
市
民
会
館

入
場
料　

無　

料

出
演
団
体

　

二
本
松
、
安
達
、
岩
代
、
東
和
の

各
団
体
が
多
数
出
演

演
目
解
説

　

民
俗
芸
能
学
会
評
議
員

　

懸
田
弘
訓　

先
生

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

二
本
松
市
地
域
文
化
伝
承
館

　

�（　

）３
１
２
０

２３

　

市
内
各
地
で
は
元
旦
早

朝
に
恒
例
の
初
日
の
出
を

見
る
催
し
が
各
団
体
主
催

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
本
松
健
康
歩
こ
う
会

は
霞
ヶ
城
公
園
を
会
場
に

「
市
民
初
日
の
会
」
を
開

催
し
、
岩
代
観
光
協
会
は

日
山
、
町
お
こ
し
東
和
塾

は
羽
山
の
山
頂
を
目
指
し

た
「
新
春
登
山
」
を
開
催

し
大
勢
の
市
民
が
参
加
し

て
初
日
を
見
な
が
ら
新
年

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

＜広報にほんまつ＞
掲載内容　表紙と最終ページを除く各ページの下１段
掲載回数　平成１８年４月号から平成１９年３月号
　　　　　（毎月１回、１日発行）のうち希望する回数
広 告 料　掲載１回につき、
　　　　　下１段（縦４．５�×横１７．４�）　　　　　２０，０００円
　　　　　下１段の１／２（縦４．５�×横８．６�）　１０，０００円
＜二本松市ホームページ＞
募集する広告の内容　バナー広告
※１枠につき縦５０ピクセル×横１２０ピクセル、４ＫＢ以内、ＧＩＦ形式
掲載期間　平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで
　　　　　（１か月単位）
広 告 料　１枠につき１か月　１０，０００円
☆受付期間　２月１３日（月）から随時受け付け
　　　　　　※４月号への掲載は、２月２８日受け付け分まで掲載
☆そ の 他　掲載要件等がありますので、詳しくはお問い合わせく

ださい。
◎問い合わせ・申し込み…秘書広報課広報広聴係

にに
ほほ
んん
まま
つつ

伝伝
統統
芸芸
能能
祭祭

「広報にほんまつ」
「二本松市ホームページ」

平成１８年度

への掲載広告募集

新新
「「
二二
本本
松松
市市
」」のの
新新
春春
をを
祝祝
うう

�日山山頂では振舞酒や福引
大会も開催されました。また、
田沢登山口では、日山未来倶
楽部のみなさんが温かい豚汁
で下山した人達を迎えてくれ
ました。

▲うす雲の後ろに初日が見え、参加者
は皆手を合わせていました。

　二本松市は東西に長く日山付近から

安達太良山まで約３６�の市域を有して

おり、県内の市町村では唯一、会津地

方と浜通り地方に接しています。

＊参考＊

第８回

� �����������������������������������

▲雪の多い中、山頂に辿り着いた参加
者は、日山の方向の雲間からの初日を
拝することができました。

霞
ヶ
城
本
丸
跡

羽
山
山
頂

日
山
山
頂

新
「
二
本
松
市
」の
新
春
を
祝

新
「
二
本
松
市
」の
新
春
を
祝
うう
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